
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】混合材料ストリームを振動を用いて分離するた

めの振動式の分離システムおよび分離方法を提供する。

【解決手段】分離システムは、流入口側端部４２、下流

側の流出口側端部４４およびトラフ床３６を有している

第一のトラフ３２と、第一の端部および下流側の第二の

端部を有している、トラフ床から離れてトラフ内で支持

されている第一のスクリーンセクション８０と、材料が

第一のスクリーンセクションを渡って移動することを制

限するために第一のスクリーンセクションに対してある

角度で傾斜され、第一のスクリーンセクションの下流側

の端部で配置されている材料保持面と、トラフに接続さ

れている振動発生装置２００とを備え、それに加えて、

分離システムは、スクリーンセクションの上記の出口側

端部に、シャフト軸を中心とする回転により上記端部の

延長板との間隙を二通りにすることが可能なゲートを備

えても良い。

【選択図】図２

JP 2007-117998 A 2007.5.17



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 入 口 側 端 部 、 下 流 側 の 流 出 口 側 端 部 お よ び ト ラ フ 床 を 有 し て い る 第 一 の ト ラ フ と 、
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 床 か ら 離 れ て 前 記 ト ラ フ 内 で
支 持 さ れ て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン と 、
　 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 越 え て 材 料 が 搬 送 さ れ る こ と を 制 限 す る た め に 、 前
記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に 対 し て あ る 角 度 で 傾 斜 さ れ 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク
シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 に 配 置 さ れ る 材 料 保 持 面 と 、
　 前 記 ト ラ フ に 接 続 さ れ て い る 振 動 発 生 装 置 と
を 備 え て な る 、 振 動 式 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 床 か ら 離 れ て 前 記 ト ラ フ 内 で
支 持 さ れ て い る 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 有 し て お り 、
　 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 流 側 の 前 記 第 一 の 端 部 が 、 水 平 面 に 対 し て 、 前 記
第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 よ り も 低 い 位 置 に か つ そ れ か ら 離
れ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 材 料 保 持 面 が 、 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 流 側 の 前 記 第 一 の 端 部 と 前 記
第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る 、 請 求 項
１ 記 載 の 振 動 式 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の カ ン チ レ バ ー ア ー ム を 備 え て お り 、
　 前 記 カ ン チ レ バ ー ア ー ム の 一 端 が 前 記 ト ラ フ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 カ ン チ レ バ ー
ア ー ム の 他 端 が 自 由 端 と な っ て お り 、
　 前 記 カ ン チ レ バ ー ア ー ム が 、 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 流 側 の 前 記 第 一 の 端
部 と 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ て お
り 、
　 少 な く と も 一 つ の カ ン チ レ バ ー ア ー ム の 表 面 が 前 記 材 料 保 持 面 を 形 成 し て な る 、 請 求 項
２ 記 載 の 振 動 式 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン を 備 え て お り 、 該 複 数 の フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン が 、 前 記 第
一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン お よ び 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 形 成 し て な る 、 請 求
項 ３ 記 載 の 振 動 式 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 流 入 口 側 端 部 、 下 流 側 の 流 出 口 側 端 部 お よ び ト ラ フ 床 を 有 し て い る 第 一 の ト ラ フ と 、
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 床 か ら 離 れ て 前 記 ト ラ フ 内 で
支 持 さ れ て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン と 、
　 第 一 の 位 置 お よ び 第 二 の 位 置 を 有 し 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 第 二 の 端
部 に 配 置 さ れ て い る ゲ ー ト と 、
　 前 記 ト ラ フ に 接 続 さ れ て い る 振 動 発 生 装 置 と 、
　 第 一 の コ ン ベ ヤ お よ び 第 二 の コ ン ベ ヤ と を 備 え て お り 、
　 前 記 第 一 の コ ン ベ ヤ は 、 前 記 ゲ ー ト が 前 記 第 一 の 位 置 の と き 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ
ク シ ョ ン を 越 え て 搬 送 さ れ る 材 料 を 受 け 取 る た め に 、 前 記 ゲ ー ト の 最 も 近 く に 配 置 さ れ て
お り 、
　 前 記 第 二 の コ ン ベ ヤ は 、 前 記 ト ラ フ 床 に 沿 っ て 搬 送 さ れ て い る 材 料 と 、 前 記 ゲ ー ト が 前
記 第 二 の 位 置 に あ る と き に 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 越 え て 搬 送 さ れ る 材 料 の う
ち の 少 な く と も 一 部 と 、 を 受 け 取 る た め に 前 記 ト ラ フ 床 の 最 も 近 く に 配 置 さ れ て な る 、 振
動 式 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 床 に 対 向 し か つ そ こ か ら 離 れ
て 前 記 ト ラ フ 内 で 支 持 さ れ て い る 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 備 え て お り 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-117998 A 2007.5.17



　 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に は 、 材 料 の 通 過 を 可 能 と す る 第 一 の 複 数 の 空 間 が 形
成 さ れ 、 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に は 、 材 料 の 通 過 を 可 能 と す る 第 二 の 複 数 の 空
間 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 一 の 複 数 の 空 間 が 前 記 第 二 の 複 数 の 空 間 よ り も 小 さ く な っ て い る 、
請 求 項 ５ 記 載 の 振 動 式 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 材 料 保 持 面 が 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 に 配 置 さ れ 、
該 材 料 保 持 面 が 、 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 渡 っ て 材 料 が 搬 送 さ れ る こ と を 制 限
す る た め に 、 前 記 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に 対 し て あ る 角 度 に 傾 け て 配 置 さ れ て な る
、 請 求 項 ６ 記 載 の 振 動 式 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し 、 前 記 ト ラ フ 床 か ら 離 れ て 前 記 ト ラ フ 内 で
支 持 さ れ て い る 第 三 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 備 え て お り 、
　 前 記 第 三 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 流 側 の 前 記 第 一 の 端 部 が 、 水 平 面 に 対 し て 、 前 記
第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 よ り も 低 い 位 置 に か つ そ れ か ら 離
れ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 材 料 保 持 面 が 、 前 記 第 三 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 上 流 側 の 前 記 第 一 の 端 部 と 前 記
第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 と の 間 に 配 置 さ れ て な る 、 請 求 項
７ 記 載 の 振 動 式 分 離 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 備 え
て い る ト ラ フ 内 に 混 合 材 料 を 受 け 取 る こ と と 、
　 前 記 混 合 材 料 を 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に 沿 っ て 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 の
方 向 に 向 け て 搬 送 す る た め に 前 記 ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と と 、
　 第 一 の 期 間 に お い て 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 上 に 前 記 混 合 材 料 を 維 持 す る た
め に 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 通 っ て 前 記 混 合 材 料
が 搬 送 さ れ る こ と を 制 限 す る こ と と 、
　 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 下 方 に 第 一 の 構 成 材 料 を 収 集 す る こ と と 、
　 前 記 第 一 の 期 間 が 経 過 し た あ と 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二
端 部 を 越 え て 前 記 混 合 材 料 の 残 り が 搬 送 さ れ る こ と を 可 能 と す る こ と と
　 を 含 ん で い る 、 混 合 材 料 を 分 離 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 の 期 間 に お い て 、 前 記 混 合 材 料 が 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流
側 の 第 二 の 端 部 を 越 え て 搬 送 さ れ る こ と を 制 限 す る た め に 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ
ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 に お い て 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン に 対 し て 傾 斜 下
面 を 備 え る こ と 含 ん で い る 、 混 合 物 を 分 離 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン と 、 該
第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 下 方 に 配 置 さ れ て い る と と も に 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の
第 二 の 端 部 を 有 し て い る ト ラ フ 床 と を 備 え て い る ト ラ フ 内 で 混 合 材 料 を 受 け 取 る こ と と 、
　 前 記 混 合 材 料 を 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 越 え て 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 の
方 向 に 向 け て 搬 送 す る た め に 、 前 記 ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と と 、
　 前 記 ト ラ フ 床 上 に 第 一 の 構 成 材 料 を 収 集 す る こ と と 、
　 前 記 混 合 材 料 の 残 り を 、 前 記 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 に
お い て 第 一 の コ ン ベ ヤ ま た は 第 二 の コ ン ベ ヤ へ 選 択 的 に 導 く こ と と 、
　 前 記 第 一 の 構 成 材 料 を 、 前 記 ト ラ フ 床 に 沿 っ て 前 記 下 流 側 の 第 二 の 端 部 の 方 向 に 向 け て
搬 送 す る た め に 、 前 記 ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と と 、
　 前 記 第 一 の 構 成 材 料 を 、 前 記 第 二 の コ ン ベ ヤ へ 導 く こ と と
を 含 ん で い る 、 混 合 材 料 を 分 離 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 混 合 物 材 料 の 残 り を 前 記 第 一 の コ ン ベ ヤ ま た は 前 記 第 二 の コ ン ベ ヤ へ 選 択 可 能 に 導
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く た め に 、 第 一 の 位 置 と 第 二 の 位 置 と の 間 で ゲ ー ト を 動 か す こ と を 含 ん で い る 、 請 求 項 １
１ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 材 料 を 分 離 す る 分 離 シ ス テ ム お よ び 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 さ ら に 詳 細 に
は 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム を 振 動 を 用 い て 分 離 す る た め の 振 動 式 の 分 離 シ ス テ ム お よ び 分 離
方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 つ の 態 様 に よ れ ば 、 振 動 式 分 離 シ ス テ ム は 、 流 入 口 側 端 部 、 下 流 側 の 流 出 側 端 部 お よ
び ト ラ フ 床 を 有 し て い る 第 一 の ト ラ フ と 、 ト ラ フ 床 か ら 離 れ た 位 置 で ト ラ フ 内 に お い て 支
持 さ れ て い る と と も に 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー
ン セ ク シ ョ ン と 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 下 流 側 の 端 部 に 配 置 さ れ て い る 材 料 保 持
面 と 、 ト ラ フ に 接 続 さ れ て い る 振 動 発 生 装 置 と を 備 え て い る 。 材 料 保 持 面 は 、 第 一 の ス ク
リ ー ン セ ク シ ョ ン を 渡 っ て 移 動 す る 材 料 を 制 限 す る た め に 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン
に 対 し て あ る 角 度 で 傾 斜 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 他 の 実 施 形 態 で は 、 振 動 式 分 離 シ ス テ ム は 、 流 入 口 側 端 部 、 下 流 側 の 流 出 側 端 部 お よ び
ト ラ フ 床 を 有 し て い る 第 一 の ト ラ フ と 、 ト ラ フ 床 か ら 離 れ た 位 置 で ト ラ フ 内 に お い て 支 持
さ れ て い る と と も に 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー ン
セ ク シ ョ ン と 、 第 一 の 位 置 お よ び 第 二 の 位 置 を 有 し て い る と と も に 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク
シ ョ ン の 上 記 の 端 部 に 配 置 さ れ て い る ゲ ー ト と 、 ト ラ フ に 結 合 さ れ て い る 振 動 発 生 装 置 と
、 第 一 の コ ン ベ ヤ お よ び 第 二 の コ ン ベ ヤ と を 備 え て い る 。 第 一 の コ ン ベ ヤ は 、 ゲ ー ト が 第
一 の 位 置 に あ る と き に 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 渡 っ て 搬 送 さ れ る 材 料 を 受 け 取 る た
め に 、 ゲ ー ト の 最 も 近 く に 配 置 さ れ て い る 。 第 二 の コ ン ベ ヤ は 、 ト ラ フ 床 に 沿 っ て 搬 送 さ
れ る 材 料 お よ び ゲ ー ト が 第 二 の 位 置 に あ る と き に 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 渡 っ て 搬
送 さ れ る 材 料 の う ち の 一 部 を 受 け 取 る た め に 、 ト ラ フ 床 の 最 も 近 く に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 で は 、 混 合 さ れ て い る 材 料 を 分 離 す る た め の 方 法 は 、 第 一 の 端 部 お よ び
下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 備 え て い る ト ラ フ に 混 合
材 料 を 受 け 取 る こ と と 、 混 合 材 料 を 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 越 え て 下 流 側 の 端 部
の 方 向 に 向 け て 移 動 さ せ る た め に ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と と 、 第 一 の 期 間 に お い て 、 混 合
材 料 を 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 上 で 維 持 す る た め に 、 混 合 材 料 が 第 一 の ス ク リ ー ン セ
ク シ ョ ン の 下 流 側 の 端 部 を 越 え て 移 動 す る こ と を 制 限 す る こ と と 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク
シ ョ ン の 下 方 に お い て 第 一 の 構 成 材 料 を 収 集 す る こ と と 、 第 一 の 期 間 の 経 過 あ と 、 混 合 材
料 の 残 り を 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 下 流 側 の 端 部 を 渡 っ て 搬 送 す る こ と を 可 能 と す
る こ と と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 他 の 態 様 で は 、 混 合 材 料 を 分 離 す る た め の 方 法 は 、 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第
二 の 端 部 を 有 し て い る 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン と こ の 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の
下 方 に 配 置 さ れ て い る と と も に 第 一 の 端 部 お よ び 下 流 側 の 第 二 の 端 部 を 有 し て い る ト ラ フ
床 と を 備 え て い る ト ラ フ に 混 合 材 料 を 受 け 取 る こ と と 、 混 合 材 料 を 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ
ク シ ョ ン を 越 え て 下 流 側 の 端 部 の 方 向 に 向 け て 移 動 さ せ る た め に ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と
と 、 ト ラ フ 床 上 に お い て 第 一 の 構 成 材 料 を 収 集 す る こ と と 、 混 合 材 料 の 残 り を 、 第 一 の ス
ク リ ー ン セ ク シ ョ ン の 下 流 側 の 端 部 に お い て 第 一 の コ ン ベ ヤ ま た は 第 二 の コ ン ベ ヤ へ 選 択
可 能 に 導 く こ と と 、 第 一 の 構 成 材 料 を 、 ト ラ フ 床 に 沿 っ て 下 流 側 端 部 の 方 向 に 向 け て 搬 送
す る た め に ト ラ フ を 振 動 さ せ る こ と と 、 第 一 の 構 成 材 料 を 第 二 の コ ン ベ ヤ に 導 く こ と と を
含 ん で い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 態 様 が 本 願 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 規 定 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に お い て 本 発 明 の さ ま ざ ま な 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 が 記 載 さ れ て い る も の の 、 い う
ま で も な く 、 本 発 明 の 法 的 範 疇 は 、 こ の 書 類 の 最 後 に 記 載 さ れ て い る 特 許 請 求 の 範 囲 の 記
載 に よ り 規 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 詳 細 な 説 明 は 、 例 示 の み を 意 図 し た も の で あ る と 解 釈
さ れ る べ き で あ り 、 本 発 明 の す べ て の 実 施 形 態 を 記 載 す る こ と を 意 図 し た も の で は な い 。
と う い の は 、 す べ て の 可 能 な 実 施 形 態 の 記 載 は 不 可 能 で な い と し て も 現 実 的 で は な い た め
だ か ら で あ る 。 現 在 の 技 術 ま た は 本 発 明 の 出 願 の 後 に 開 発 さ れ る 技 術 を 用 い て さ ま ざ ま な
他 の 実 施 形 態 を 構 築 す る こ と が で き る が 、 こ れ ら は 、 本 発 明 を 規 定 す る 特 許 請 求 の 範 囲 の
範 疇 に 含 ま れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 い う ま で も な く 、 こ の 明 細 書 に お い て 、 用 語 が 、 「 本 明 細 書 で は 、 用 語 「 ＿ ＿ 」
は 、 … を 意 味 す る も の と す る 。 」 と い う 文 章 ま た は そ れ と 同 等 の 文 章 を 用 い て 明 示 的 に 規
定 さ れ な い 限 り 、 そ の 用 語 の 意 味 が 、 そ の 明 白 な ま た は 通 常 の 意 味 を 越 え て 明 示 的 に ま た
は 暗 示 的 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 こ の よ う な 用 語 は 、 （ 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 以 外 の ）
本 明 細 書 の い か な る 部 分 に お け る い か な る 記 載 に 基 づ く も の で あ っ て も 、 そ の 範 疇 が 限 定
さ れ て 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。 本 明 細 書 の 最 後 に あ る 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ て い る
用 語 は 、 単 一 の 意 味 に お い て 矛 盾 が 生 じ な い よ う に 、 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ て い る 。
こ れ は 、 読 者 を 混 乱 さ せ な い こ と の み を 意 図 し た も の で あ り 、 そ の 用 語 を 、 そ の 単 一 の 意
味 に 暗 示 的 に ま た は そ の 他 の 方 法 で 限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に は 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム を 一 組 の 構 成 材 料 ス ト リ ー ム に 分 離 す る た め の 分 離 シ ス
テ ム 20の あ る 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 混 合 材 料 ス ト リ ー ム に あ っ て は 、 別 個 に 形 成
さ れ た さ ま ざ ま な サ イ ズ の 構 成 材 料 が 含 有 さ れ て い る だ け で な く 、 こ れ ら の 構 成 材 料 が 、
な ん ら か の 方 法 で 、 相 互 に 付 着 ま た は 作 用 を 及 ぼ し う る 。 本 発 明 に か か る 分 離 シ ス テ ム 20
は 、 付 着 ま た は 相 互 作 用 し て い る 構 成 材 料 を 分 離 す る こ と を 含 む よ う な 混 合 ス ト リ ー ム を
構 成 ス ト リ ー ム に 分 離 す る こ と の み を 行 う の で は な く 、 一 つ の 場 所 か ら 他 の 場 所 へ 構 成 材
料 を 搬 送 す る こ と を さ ら に 行 い う る 。 さ ら に 、 分 離 シ ス テ ム 20の い く つ か の 実 施 形 態 で は
、 分 離 シ ス テ ム 20は 、 ブ レ ン ド 材 料 ス ト リ ー ム を 形 成 す る た め に 構 成 材 料 ス ト リ ー ム を 再
混 合 す る た め の 機 構 を 提 供 し う る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 分 離 シ ス テ ム 20は 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22と 第 二 ス テ ー
ジ 分 離 装 置 24と を 備 え う る 。 た だ し 、 二 つ の ス テ ー ジ を 有 す る こ と が 必 ず し も 必 要 と い う
わ け で は な い 。 た と え ば 、 シ ス テ ム 20は 、 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の み を 備 え て い て も 良
い 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 分 離 シ ス テ ム 20の 二 つ の ス テ ー ジ 22、 24は 複 数 の 類 似 す る 特
徴 を 有 し う る 。 こ れ ら の 類 似 特 徴 は 、 図 面 に お い て 同 様 の 数 字 が 付 与 さ れ て い る が 、 第 二
ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 類 似 特 徴 は ダ ッ シ ュ 記 号 を 付 け て 表 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 第
一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の い く つ か の 特 徴 の な か に は 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24に は 存 在 し て
い な い も の も あ る し 、 そ の 逆 の 場 合 も あ る 。 こ の よ う な 特 徴 に は 固 有 の 番 号 が 付 与 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 図 ２ を 参 照 す る と 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22は フ レ ー ム 30を 備 え う る 。 こ の フ レ
ー ム 30は 、 （ た と え ば 、 コ ン ク リ ー ト に 固 定 さ れ た 固 定 ボ ル ト に よ り 、 ） プ ラ ン ト の 床 の
如 き 支 持 構 造 体 へ 結 合 さ れ う る 。 ま た 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22は 、 材 料 ス ト リ ー ム が 搬
送 さ れ る ト ラ フ 32を 備 え う る 。 こ の ト ラ フ 32は 、 以 下 で さ ら に 詳 細 に 記 載 す る よ う に 、 フ
レ ー ム 30へ 結 合 さ れ う る 。 図 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ト ラ フ 32は 、 分 離 デ ッ キ 34
と 、 ト ラ フ 床 36と 、 対 向 す る 側 壁 38、 40（ た と え ば 図 ３ 参 照 ） と を 備 え う る 。 対 向 す る 側
壁 は 、 分 離 デ ッ キ 34を ト ラ フ 床 36か ら 離 隔 す る よ う に 、 分 離 デ ッ キ 34と ト ラ フ 床 36と に 取
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り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ト ラ フ 32は 、 流 入 口 側 の 第 一 の 端 部 42と 、 下 流 の 流 出 口 側 の 第 二 の 端 部 44と を 備 え て い
る 。 第 一 の 端 部 42で は 、 端 壁 46が 、 側 壁 38、 40、 ト ラ フ 床 36お よ び 分 離 デ ッ キ 34に 対 し て
取 り 付 け ら れ う る 。 こ れ に 対 し て 、 ト ラ フ 32の 流 出 口 側 の 端 部 44が 、 材 料 ま た は 材 料 ス ト
リ ー ム の 通 過 を 可 能 と す る よ う に 開 口 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22は 、 傾 斜 板 48を さ
ら に 備 え う る 。 こ の 傾 斜 板 48は 、 ト ラ フ 32の 流 入 口 側 の 端 部 42に お い て 、 分 離 デ ッ キ 34、
側 壁 38、 40お よ び 端 壁 46に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 傾 斜 板 48は 、 分 離 さ れ る 混 合 材 料
ス ト リ ー ム の 供 給 源 50の 真 下 に 配 設 さ れ う る 。 供 給 源 50は 、 図 １ に お い て 、 下 向 き 矢 印 に
よ り 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 傾 斜 板 48は 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム を 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置
22の 長 手 方 向 に 向 か っ て 下 方 側 に 導 く 補 助 を な し う る 。 ま た 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22も
水 平 面 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム を そ の 長 手 方 向 に 向 か っ て 下 方 側 に 導
く 補 助 を な し う る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 ト ラ フ 32は 、 フ レ ー ム 30お よ び 釣 り 合 い 錘 52に 結 合 さ れ う る 。 こ の
釣 り 合 い 錘 52は 、 フ レ ー ム 30に さ ら に 取 り 付 け ら れ う る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ト ラ フ
32が 、 複 数 の 剛 体 リ ン ク 54に よ り フ レ ー ム 30に 結 合 さ れ う る し 、 ま た 、 複 数 の 弾 性 部 材 56
に よ り 釣 り 合 い 錘 52に 結 合 さ れ う る 。 各 剛 体 リ ン ク 54は 、 支 持 構 造 体 （ た と え ば 、 チ ュ ー
ブ ） 59を 通 じ て 第 一 の 端 部 58に お い て フ レ ー ム 30へ 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 二 の 端 部
60に お い て ト ラ フ 32へ 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ う る 。 各 剛 体 リ ン ク 54と ト ラ フ 床 36と の 間
の 角 度 は 鈍 角 で あ り う る 。 圧 縮 バ ネ で あ り う る 弾 性 部 材 56は 、 第 一 の 端 部 62に お い て 釣 り
合 い 錘 52へ 固 定 さ れ 、 第 二 の 端 部 64に お い て ト ラ フ 32へ 固 定 さ れ う る 。 各 弾 性 部 材 56と ト
ラ フ 床 36と の 間 の 角 度 は 鋭 角 で あ り う る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 複 数 の リ ン ク 54お よ び
複 数 の 弾 性 部 材 56は 、 各 対 を 構 成 す る リ ン ク 54の 端 部 60お よ び 弾 性 部 材 56の 端 部 64が 隣 同
士 に な っ て ト ラ フ 32へ 取 り 付 け ら れ る よ う に 、 対 に な っ て 配 置 さ れ う る 。 ま た 、 釣 り 合 い
錘 52は 、 剛 体 リ ン ク 70に よ り フ レ ー ム 30に さ ら に 結 合 さ れ う る 。 剛 体 リ ン ク 70は 、 第 一 の
端 部 に お い て 釣 り 合 い 錘 52に 接 続 さ れ 、 第 二 の 端 部 74に お い て チ ュ ー ブ 59に 接 続 さ れ て い
る 。 こ れ に 加 え て 、 ト ラ フ 32お よ び 釣 り 合 い 錘 52は 、 バ ネ で あ り う る 弾 性 部 材 76、 78お よ
び 支 持 構 造 体 79を 通 じ て 、 フ レ ー ム 30に 結 合 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ お よ び 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 少 な く と も 一 つ の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80
が 分 離 デ ッ キ 34上 に 配 置 さ れ う る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ５ つ の 分 離 デ ッ キ 用 の ス ク リ
ー ン セ ク シ ョ ン 80が 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 分 離 デ ッ キ 34上 に 配 設 さ れ て い る 。 他 の
実 施 形 態 で は 、 よ り 多 く の 数 の ま た は よ り 少 な い 数 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80が 設 け ら れ
て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に お い て 最 も 分 か り 易 く 示 さ れ て い る よ う に 、 各 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80は 、 上 流
側 の 第 一 の 端 部 82と 、 下 流 側 の 第 二 の 端 部 84と を 備 え う る 。 図 ２ に お い て 最 も 分 か り 易 く
示 さ れ て い る よ う に 、 各 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80の 上 流 側 お よ び 下 流 側 の 端 部 は 、 水 平 面
に 対 し て 略 等 し い 高 さ に 配 置 さ れ う る 。 し か し な が ら 、 各 連 続 す る ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン
80の 上 流 側 の 端 部 82は 、 一 つ 前 の 分 離 デ ッ キ の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80の 下 流 側 の 端 部 よ
り も 水 平 面 に 対 し て 低 い 位 置 に 配 設 さ れ う る 。 さ ら に 、 隣 同 士 の 分 離 デ ッ キ の ス ク リ ー ン
セ ク シ ョ ン の 上 流 側 お よ び 下 流 側 の 端 部 は 、 図 示 さ れ て い る よ う に 、 離 隔 さ れ て い る 。 た
だ し 、 こ の こ と は 、 す べ て の 実 施 形 態 に 対 し て 必 ず し も 当 て は ま る わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 示 さ れ て い る よ う に 、 各 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80は 二 つ の ス ク リ ー ン 86か ら 構 成 さ れ
て い る 。 こ れ ら の ス ク リ ー ン は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る と 、 参 照 す る こ と に よ り そ の 全
内 容 を 援 用 す る 米 国 特 許 第 ５ ， １ ０ ８ ， ５ ８ ９ 号 に 開 示 さ れ て い る も の と 同 等 の フ ィ ン ガ
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ー ス ク リ ー ン で あ る 。 い う ま で も な く 、 各 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80に 対 し 、 よ り 多 い 数 の
ま た は よ り 少 な い 数 の ス ク リ ー ン 86が 用 い ら れ て も 良 い 。 同 様 に 、 本 実 施 形 態 の 図 面 に は
フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン が 示 さ れ て い る が 、 い う ま で も な く 、 他 の ス ク リ ー ン が 用 い ら れ て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ に お い て さ ら に 詳 細 に 示 さ れ て い る よ う に 、 各 フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン 86は 、 複 数 の
Ｌ 形 状 の 板 88を 備 え て お り 、 各 板 88は 、 そ の 第 一 の 縁 部 92の 全 長 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 複 数
の 突 出 部 90（ 図 ６ の 拡 大 図 に 示 さ れ て い る ） を 有 し て い る 。 突 出 部 90は 、 フ ィ ン ガ ー ス ク
リ ー ン 86の 「 指 部 」 を 形 成 し て い る 。 Ｌ 形 状 の 板 88は 、 そ の い ず れ か の 端 部 が 、 一 対 の 取
付 板 94（ 図 ５ に そ の う ち の 一 つ が 示 さ れ て い る ） に 取 り 付 け ら れ う る 。 取 付 板 94は 、 た と
え ば ナ ッ ト お よ び ボ ル ト の 如 き 締 結 部 材 に よ り 、 ス ク リ ー ン 86を ト ラ フ 32の 側 壁 38、 40に
固 定 す る こ と を 可 能 と す る た め に 、 貫 通 し て 形 成 さ れ る 複 数 の 開 口 部 96を 有 し う る 。 こ の
よ う に 、 ス ク リ ー ン 86は 、 保 守 、 修 理 お よ び ／ ま た は 交 換 の 目 的 で 、 ト ラ フ 32か ら 適 宜 取
り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 突 出 部 ま た は 指 部 90は 、 そ れ ら の 間 に 、 複 数 の 空 間 98を 形 成 し （ 図 ６ 参 照 ） 、 こ れ ら の
複 数 の 空 間 98は 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム の い く つ か の 構 成 成 分 の 通 過 を 許 し 、 混 合 材 料 ス ト
リ ー ム の 他 の 材 料 の 通 過 を 制 限 す る 。 こ れ に 加 え て 、 一 つ の Ｌ 形 状 の 板 88の 突 出 部 90は 、
隣 の Ｌ 形 状 の 板 88の う ち の 少 な く と も 一 部 と 重 な っ て い る が 、 こ の 隣 の Ｌ 形 状 の 板 88に 対
し て 当 接 し て い な い 。 し た が っ て 、 突 出 部 90と こ の 隣 の Ｌ 形 状 の 板 88と の 間 に さ ら な る 空
間 が 形 成 さ れ 、 幾 つ か の 材 料 は こ の 空 間 を 通 過 し 、 他 の 材 料 は そ の 通 過 が 制 限 さ れ る 。 本
実 施 形 態 に よ れ ば 、 空 間 98、 100は 同 じ 幅 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 空 間 98、 100を 通 過 す る 材 料 は 、 ト ラ フ 床 36上 に 堆 積 さ れ う る 。 以 下 で さ ら に 詳 細 に 記
載 す る よ う に 、 ト ラ フ 床 36上 に 堆 積 さ れ る 材 料 は 、 最 終 的 に ト ラ フ 32の 第 一 の 端 部 42か ら
そ の 第 二 の 端 部 44ま で ト ラ フ 床 36に 沿 っ て 搬 送 さ れ う る 。 第 二 の 端 部 44に 、 二 つ の シ ュ ー
ト 102が 設 け ら れ て い る （ た と え ば 図 ２ お よ び 図 ７ 参 照 ） 。 た だ し 、 他 の 実 施 形 態 に お い
て 、 よ り 多 く の 数 の ま た は よ り 少 な い 数 の シ ュ ー ト 102が 用 い ら れ て も 良 い 。 こ れ ら の シ
ュ ー ト 102は 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の ト ラ フ 床 36上 に 堆 積 さ れ た 材 料 を 第 一 ス テ ー ジ
分 離 装 置 22か ら 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24ま で 導 く 補 助 を す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 す る と 、 上 述 の よ う に 、 隣 り 合 う ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80の 上 流
側 お よ び 下 流 側 の 端 部 82、 84は 相 互 に 離 隔 さ れ て い る 。 隣 り 合 う ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80
間 の 空 間 に あ る 側 壁 38、 40に 対 し て Ｌ 形 状 の 壁 120が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ８ お よ び 図
９ に お い て さ ら に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 Ｌ 形 状 の 壁 120に 対 し て 複 数 の 取 付 ブ ラ
ケ ッ ト 122が 取 り 付 け ら れ て い る 。 各 取 付 ブ ラ ケ ッ ト 122は 、 二 つ の Ｌ 形 状 の 板 88か ら 構 成
さ れ て い る 。 Ｌ 形 状 の 板 88の 各 々 は 、 Ｌ 形 状 の 壁 120に 固 定 さ れ る 第 一 の 脚 部 126と 、 二 つ
の ピ ン 130、 132が 貫 通 す る 第 二 の 脚 部 128と を 有 し て い る 。 Ｔ 形 状 の カ ン チ レ バ ー ア ー ム 1
34は 、 そ の 第 一 の 端 部 136が 、 ピ ン 130、 132に よ り 板 124に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 第 二 の 端 部
138が 自 由 端 と な っ て い る 。 Ｔ 形 状 の ア ー ム 138は 、 材 料 保 持 面 140を 有 し て お り 、 こ の 材
料 保 持 面 140は 、 Ｔ 形 状 の ア ー ム 138が 取 付 ブ ラ ケ ッ ト 122に 固 定 さ れ る と き 、 ス ク リ ー ン
セ ク シ ョ ン 80に 対 し て あ る 角 度 を な し て 配 設 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に い え ば 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム 134が 脚 部 142を
備 え 、 こ の 脚 部 142が 、 第 一 の ピ ン 130を 受 け 入 れ る 開 口 部 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 二 の ピ ン 13
2を 受 け 入 れ る ア ー チ 状 の ス ロ ッ ト 144と を 備 え て い る 。 材 料 保 持 面 140を 水 平 面 に 対 し て
あ る 所 望 の 角 度 で 配 置 し た 状 態 で ア ー ム 134の 第 一 の 端 部 136を 取 付 ブ ラ ケ ッ ト 122に 着 脱
可 能 に 固 定 す る た め の 機 構 （ 図 示 せ ず ） が 提 供 さ れ て も 良 い 。 し た が っ て 、 材 料 保 持 面 14
0の 角 度 は 、 ア ー チ 状 の ス ロ ッ ト 144の 第 一 の 端 部 146お よ び 第 二 の 端 部 148に よ り 設 定 さ れ
る 限 界 値 範 囲 内 な ら び に ア ー ム 134の 端 部 と Ｌ 形 状 の 板 124と の 連 携 範 囲 内 に お い て 調 整 可
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能 で あ る 。 し か し な が ら 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム 138は 、 堅 個 に か つ 着 脱 不 能 に 取 付
ブ ラ ケ ッ ト 122に 対 し て 取 り 付 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ お よ び 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ
ン 80間 に ８ つ の ア ー ム 134が 配 設 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 に か か る 分 離 シ ス テ
ム 20の い ず れ か の 実 施 形 態 で は 、 そ れ よ り も 多 い 数 の ま た は そ れ よ り も 少 な い 数 の ア ー ム
134が 用 い ら れ て も 良 い 。 さ ら に 、 そ れ よ り も 少 な い 数 の ア ー ム 134が 用 い ら れ る 場 合 、 個
々 の ア ー ム 134の 材 料 保 持 面 140は 図 示 さ れ て い る も の よ り も 大 き く な り 、 そ れ に 対 し て 、
そ れ よ り も 多 い 数 の ア ー ム 134が 用 い ら れ る 場 合 、 個 々 の ア ー ム 134の 材 料 保 持 面 140は 、
図 示 さ れ て い る も の よ り も 小 さ く な る 。 あ る い は 、 よ り 少 な い 数 の ア ー ム 134が 用 い ら れ
る に も 関 わ ら ず 、 図 示 さ れ て い る も の の サ イ ズ と 同 等 の 材 料 保 持 面 140を 有 す る ア ー ム 134
が 用 い ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 で は 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 説 明 を 行 っ た の で 、 以 下 で 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ を
参 照 し て 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24を 説 明 す る 。 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22と 同 様 に 、 第 二 ス
テ ー ジ 分 離 装 置 24は 、 床 部 36’ と 壁 部 38’ 、 40’ と を 有 す る ト ラ フ 32を 備 え て い る 。 ま た
、 分 離 装 置 24は 、 側 壁 38’ 、 40’ に 取 り 付 け ら れ て い る と と も に ト ラ フ 床 36’ か ら 離 隔 さ
れ て い る 分 離 デ ッ キ 34’ を さ ら に 備 え て い る 。 分 離 デ ッ キ 34と 同 様 に 、 分 離 デ ッ キ 34’ は
、 ５ つ の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ を 備 え て い る が 、 ４ 組 の カ ン チ レ バ ー ア ー ム 134’ し
か 備 え て い な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22と は 異 な り 、 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24は 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 17
0を 備 え て い る 。 こ の 点 に お い て 、 デ ッ キ 34’ は 、 第 一 の 分 離 デ ッ キ と 呼 ば れ う る し 、 デ
ッ キ 170は 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ と 呼 ば れ う る 。 デ ッ キ 170は 、 第 一 の 非 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ
ン 172と 第 二 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174と を 有 し て い る 。 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174は 、
複 数 の 別 個 の ス ク リ ー ン を 有 し 、 こ れ ら の 別 個 の ス ク リ ー ン が フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン で あ
る と い う 点 に お い て 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ と 同 等 で あ る 。 し か し な が ら 、 ス ク リ ー
ン セ ク シ ョ ン 174を 単 一 の ス ク リ ー ン に よ り 形 成 し 、 さ ら に 、 フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン 以 外
の も の を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 つ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174を 形 成 す る フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン
の 指 部 間 の 空 間 は 、 フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン 86の 指 部 90間 の 空 間 よ り も 小 さ く さ れ う る 。 し
た が っ て 、 材 料 が ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174の 空 間 を 通 過 す る 限 り に お い て 、 こ の 材 料 は
、 ス ク リ ー ン 86を 通 過 す る 材 料 よ り も サ イ ズ が 小 さ い か 細 か く 、 ス ク リ ー ン 86を 通 過 す る
材 料 は 、 ス ク リ ー ン 86を 通 過 し な い 材 料 よ り も 細 か い 。 こ の よ う に 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ
ン 174を 通 過 す る 材 料 は 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 流 入 口 側 の 端 部 42に お い て 供 給 源 50
よ り 投 入 さ れ た 混 合 材 料 ス ト リ ー ム か ら 分 離 さ れ る 最 も 小 さ い ま た は 細 か い 材 料 で あ る と
考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 流 出 口 側 の 端 部 44’ に お い て 、 複 数 の コ ン ベ ヤ が 配 設 さ れ う
る 。 た と え ば 、 第 一 の コ ン ベ ヤ 180が 、 第 一 の 分 離 デ ッ キ 34’ 上 の 最 下 流 側 に あ た る 端 部 4
4’ か つ ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ の 端 部 近 傍 に 配 設 さ れ う る 。 こ の コ ン ベ ヤ 180は 、 イ リ
ノ イ 州 の ク リ ス タ ル 湖 に あ る ジ ェ ネ ラ ル ・ キ ネ マ テ ィ ッ ク ス ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン に よ り 製
造 お よ び 販 売 さ れ て い る よ う な 振 動 式 コ ン ベ ヤ で あ っ て も 良 い 。 さ ま ざ ま な ス ク リ ー ン セ
ク シ ョ ン 80、 80’ 、 174上 を 搬 送 さ れ る 時 点 に お け る 混 合 材 料 ス ト リ ー ム の 分 離 に 関 す る
説 明 に よ れ ば 、 コ ン ベ ヤ 180に 堆 積 さ れ る 材 料 は 、 通 常 最 も 大 き な サ イ ズ の 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 端 部 44’ の 隣 に 、 少 な く と も 二 つ の 他 の コ ン ベ ヤ ま た
は シ ュ ー ト 182、 184が さ ら に 配 設 さ れ う る 。 図 １ １ に お い て 最 も 分 か り 易 く 示 さ れ て い る
よ う に 、 ト ラ フ 32’ の 端 部 44’ に は ゲ ー ト 186が 設 け ら れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 186は 、 ト ラ
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フ 32’ の 端 部 44’ か つ ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174の 隣 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 ト ラ フ 3
2’ の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 材 料 を コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 182ま た は
コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 184へ 導 く た め に 用 い ら れ る 。 ま た 、 床 36’ に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 材 料
も 、 コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 184が 床 36’ の 端 部 に 近 い た め に 、 コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 184へ 導 か
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 い う ま で も な く 、 ゲ ー ト 186は 、 板 190が 取 り 付 け ら れ る シ ャ フ ト 188を 備 え て い る 。 こ
の シ ャ フ ト 188は 、 そ の い ず れ か の 端 部 が ト ラ フ 32’ の 壁 38’ 、 40’ に 回 転 可 能 に 接 続 さ
れ う る 。 シ ャ フ ト 188が そ の 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る と 、 板 190は 、 当 該 板 190の 縁 部 194が
ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174の 端 部 の 延 長 板 196に 最 も 近 い 位 置 に な る ま た は 隣 接 す る 第 一 の
位 置 （ 「 Ａ 」 ） と 、 当 該 板 190の 縁 部 194が 延 長 板 196か ら 離 れ る 第 二 の 位 置 （ 「 Ｂ 」 ） と
の 間 を 移 動 す る 。 ゲ ー ト 186の 板 190が 第 一 の 位 置 に あ る と （ す な わ ち 、 ゲ ー ト 186が 第 一
の 位 置 に あ る と ） 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174の 表 面 に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 材 料 は 、 板 190、
196を 通 っ て 、 シ ュ ー ト 182へ 搬 送 さ れ う る 。 ゲ ー ト 186の 板 190が 第 二 の 位 置 に あ る と （ す
な わ ち 、 ゲ ー ト 186が 第 二 の 位 置 に あ る と ） 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174の 表 面 に 沿 っ て 搬
送 さ れ る 材 料 の う ち の 一 部 は 、 シ ュ ー ト 184へ 搬 送 さ れ う る 。 板 190が 延 長 板 196か ら 少 し
だ け 離 れ て い る と 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 最 も 細 か い 材 料 が シ ュ
ー ト 184へ 搬 送 さ れ 、 板 190上 を 搬 送 さ れ る 粗 い 材 料 は 、 板 190上 を 移 動 し 、 シ ュ ー ト 182へ
搬 送 さ れ る 。 板 190は 、 当 該 板 190の 縁 部 194と 板 196と の 間 の 空 間 に よ っ て 、 床 36’ に 沿 っ
て 搬 送 さ れ て い る 材 料 と の 混 合 が あ る 等 級 の 材 料 に 対 し て の み 必 要 に 応 じ て 許 さ れ る よ う
に 、 ま た 、 縁 部 194と 板 196と の 間 の 空 間 を 高 精 度 に 変 化 さ せ る こ と を 可 能 と す る よ う に 調
整 さ れ る 。 最 終 的 に は 、 板 190の 縁 部 194と 板 196と の 間 の 空 間 は 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 1
74に 沿 っ て 搬 送 さ れ て い る 材 料 す べ て が シ ュ ー ト 184へ 搬 送 さ れ る よ う な 空 間 と な り う る
。 シ ャ フ ト に よ る そ の 軸 を 中 心 と し た 回 転 は 、 た と え ば モ ー タ ま た は 手 動 （ 図 示 せ ず ） に
よ り 達 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ゲ ー ト 186の 制 御 は 、 不 連 続 的 （ 離 散 的 ） で あ っ て も 良 い し 連 続 的 で あ っ て も 良 く 、 ま
た 、 複 数 の 異 な る 第 二 の 位 置 を 有 し て い て も 良 い し 一 つ の 第 二 の 位 置 だ け を 有 し て い て も
良 い 。 す な わ ち 、 あ る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 板 190の 第 一 の 位 置 に 対 し て 板 190の 第 二 の 位 置
が い か な る 角 度 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 板 190は 、 第 一 の 位 置 に
対 し て 指 定 さ れ た 角 度 で の み （ た と え ば 、 ５ 度 、 １ ０ 度 ま た は ２ ０ 度 の 増 分 で の み ） 設 置
さ れ う る 。 こ れ に 加 え て 、 あ る 実 施 形 態 で は 、 ゲ ー ト 186は い か な る 数 の 第 二 の 位 置 を 採
用 し て も 良 い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 ゲ ー ト は 、 不 連 続 的 な 数 の 第 二 の 位 置 を 採 用 し う る 。
こ の 第 二 の 位 置 の 数 は 、 連 続 す る 第 二 の 位 置 間 に お い て 増 加 し う る 角 度 と 関 連 し う る 。 さ
ら に 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ゲ ー ト は 、 第 一 の 位 置 お よ び 第 二 の 位 置 だ け を 備 え う る （ た
と え ば 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174に 沿 っ て 搬 送 さ れ る す べ て の 材 料 が シ ュ ー ト 184へ 搬 送
さ れ る ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22、 24に 、 振 動 発 生 装 置 200、 200’ が 備 え ら れ る 。 図 ２ に
示 さ れ る 発 生 装 置 200に 関 連 し て 説 明 し た よ う に 、 振 動 発 生 装 置 200は 、 シ ャ フ ト 204を 有
す る モ ー タ 202を 備 え う る 。 シ ャ フ ト 204は 、 駆 動 ベ ル ト 208に よ り シ ャ フ ト 206に 結 合 さ れ
う る 。 こ の シ ャ フ ト 206に は 偏 心 荷 重 210が 搭 載 さ れ て い る 。 こ の 偏 心 荷 重 210に は リ ン ク 2
14の 第 一 の 端 部 212が 接 続 さ れ て い る 。 リ ン ク 214の 第 二 の 端 部 216は 、 弾 性 部 材 218を 通 じ
て ト ラ フ 32へ 接 続 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 弾 性 部 材 218の 第 一 の 端 部 220は 、 リ ン ク 214の
第 二 の 端 部 216に 固 定 さ れ 、 弾 性 部 材 218の 第 二 の 端 部 222は 、 ト ラ フ 32の 床 36へ 固 定 さ れ
て い る 。 同 様 の 構 成 が 振 動 発 生 装 置 200’ に 対 し て 用 い ら れ う る 。 た だ し 、 発 生 装 置 200、
200’ の う ち の 一 方 ま た は 両 方 は 、 当 業 者 の 知 識 に 従 っ て 図 示 さ れ て い る も の と は 異 な っ
て い て も 良 く 、 た と え ば 、 他 の 構 成 に 従 っ た 強 力 振 動 発 生 装 置 （ ｂ ｒ ｕ ｔ ｅ 　 ｆ ｏ ｒ ｃ ｅ
　 ｖ ｉ ｂ ｒ ａ ｔ ｏ ｒ ｙ 　 ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｏ ｒ ） ま た は ２ 質 点 式 振 動 発 生 装 置 で あ っ て も 良
い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 分 離 シ ス テ ム 20の 構 造 を 記 載 し た の で 、 分 離 シ ス テ ム 20の 動 作 を 一 般 的 な あ る 用 途 に 関
連 さ せ て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 般 的 に は 、 混 合 材 料 の ス ト リ ー ム は 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 流 入 口 側 の 端 部 42で
、 供 給 源 50か ら 分 離 シ ス テ ム 20へ 投 入 さ れ る 。 こ の 混 合 材 料 は 、 ま ず 板 48へ 搬 送 さ れ 、 こ
の 板 は 、 混 合 材 料 を 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80へ 導 く よ う に な っ て い る 。 こ の 混 合 材
料 は 、 振 動 発 生 装 置 200に よ り ト ラ フ 32を 介 し て ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80へ 伝 え ら れ る 振
動 運 動 の 作 用 に よ り 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 渡 っ て 搬 送 さ れ る 。 詳 細 に い え ば 、 シ ャ
フ ト 206を 中 心 と す る 偏 心 荷 重 210の 運 動 が 、 リ ン ク 214お よ び 弾 性 部 材 218を 介 し て 、 ス ク
リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 形 成 す る ス ク リ ー ン 86が 取 り 付 け ら れ た ト ラ フ 32へ と 伝 達 さ れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 混 合 材 料 が 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 越 え て 搬 送 さ れ る と 、 混 合 材 料 ス ト リ ー ム
内 の 指 部 90間 の 空 間 98、 100の 幅 よ り も 小 さ な 構 成 材 料 は 、 ス ク リ ー ン 86を 通 過 し て 落 下
し 、 ト ラ フ 床 36上 に 収 集 さ れ う る 。 こ の ト ラ フ 床 36上 に 収 集 さ れ た 材 料 は 、 振 動 発 生 装 置
200に よ り 与 え ら れ る 振 動 運 動 の 作 用 に よ り 、 ト ラ フ 32の 長 手 方 向 に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 。
同 様 に 、 空 間 98、 100の 幅 よ り も 大 き い 材 料 は 、 そ の 材 料 が カ ン チ レ バ ー ア ー ム 134の と こ
ろ に 到 達 す る ま で 、 分 離 デ ッ キ 34に 沿 っ て 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 越 え て 搬 送 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 残 り の 混 合 材 料 が ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80の 下 流 側 の 端 部 84を 越 え て 搬 送 さ れ る こ と は
、 カ ン チ レ バ ー ア ー ム 134に よ り 、 さ ら に 詳 細 に は 材 料 保 持 面 140に よ り 制 限 さ れ る 。 し た
が っ て 、 混 合 材 料 は 、 あ る 時 間 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80上 に 保 持 ま た は 蓄 積 さ れ る 。 材
料 が ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80上 に 保 持 さ れ る 時 間 は 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80に 対 す る カ
ン チ レ バ ー ア ー ム 134の 角 度 を 変 え る こ と に よ り 影 響 を 受 け う る と 考 え ら れ て い る 。 そ の
材 料 が 蓄 積 さ れ た ま ま ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80上 で 費 や す さ ら な る 時 間 は 、 混 合 材 料 ス ト
リ ー ム 内 の 材 料 の 分 離 に 役 立 ち う る 。 材 料 が 蓄 積 さ れ た ま ま 費 や す さ ら な る 時 間 に よ り 、
結 合 さ れ て い る ま た は 相 互 作 用 し て い る 構 成 材 料 （ た と え ば 、 混 合 材 料 の 相 対 水 分 含 有 率
に 起 因 し て 相 互 に 結 合 し て い る 材 料 ） を 分 離 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 作 用 は 、 「 ス ク
ラ ビ ン グ （ 擦 り 洗 い ） 」 と 呼 ば れ 、 こ の あ と 、 構 成 材 料 は 、 そ の 相 対 的 サ イ ズ に 応 じ て 分
離 さ れ う る 。 さ ら に 、 各 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80上 に 材 料 を 蓄 積 さ せ る こ と に よ り 、 第 一
ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 流 入 口 側 の 端 部 か ら 不 連 続 な 塊 （ ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ ） と し て 投 入 さ れ う る
供 給 源 50か ら の 材 料 を 、 よ り 連 続 的 な 通 過 流 と な す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 残 り の 材 料 が 次 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80へ 搬 送 さ れ る と 、 そ の 材 料 は 、 隣 り
合 う ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80の 間 で 落 下 し 、 こ の 落 下 に よ り 、 混 合 材 料 の 流 れ が 層 流 状 態
に な る こ と が 制 限 さ れ 、 こ れ に よ り 、 構 成 材 料 の 相 対 的 な 運 動 が 向 上 さ れ 、 こ の 運 動 に よ
り 、 結 合 ま た は 相 互 作 用 し て い る 構 成 材 料 の 分 離 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に
、 ア ー ム 138も 、 混 合 材 料 の 流 れ が 層 流 状 態 に な る こ と を 制 限 し 、 こ れ に よ り 、 構 成 材 料
の 相 対 運 動 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 最 終 的 に は 、 第 一 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 通 過 し な か っ た 材 料 は 、 振 動 発 生 装 置 20
0に よ っ て ト ラ フ に 加 え ら れ る 振 動 運 動 の 作 用 に よ り 、 ト ラ フ 32の 長 手 方 向 に 沿 っ て 搬 送
さ れ る 。 最 後 の 組 の ア ー ム 134を 渡 っ た 後 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の 分 離 デ ッ キ 34に 沿 っ
て 搬 送 さ れ て い る 材 料 は 、 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 流 入 口 側 の 端 部 42’ を 通 っ て 、 第 一
の 分 離 デ ッ キ 34’ へ 搬 送 さ れ る 。 同 様 に 、 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の ト ラ フ 床 36に 沿 っ て
搬 送 さ れ る 分 離 さ れ た 材 料 は 、 シ ュ ー ト 102を 通 り さ ら に 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 流 入
口 側 の 端 部 42’ を 通 っ て 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170へ 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 22の 分 離 デ ッ キ 34に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 材 料 の 場 合 と 同 様 に 、 混 合
材 料 は 、 振 動 発 生 装 置 200’ に よ り 発 生 さ れ る 振 動 運 動 の 作 用 に よ り 、 第 二 ス テ ー ジ 分 離
装 置 24の 第 一 の 分 離 デ ッ キ 34’ に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 。 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ の 空 間 98
’ 、 100’ の 幅 よ り も 小 さ な 材 料 は 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170上 に 堆 積 さ れ る 。 材 料 は 、 カ ン
チ レ バ ー ア ー ム 134’ に よ り 周 期 的 に 蓄 積 さ れ る 。 第 一 の 分 離 デ ッ キ 34’ の 搬 送 の あ と 、
ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80、 80’ を 通 過 し な か っ た 材 料 は 、 第 一 の コ ン ベ ヤ 180へ 導 か れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80を 通 過 し た 材 料 は 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ を 通 過 し
う る 材 料 と 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170上 で 一 緒 に さ れ る 。 次 い で 、 こ の 材 料 は 、 ス ク リ ー ン
セ ク シ ョ ン 174上 を 搬 送 さ れ る 。 上 述 の よ う に 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174を 形 成 す る 指 部
間 の 空 間 は 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80、 80’ の 空 間 よ り も 小 さ く な っ て い る 。 し た が っ て
、 ト ラ フ 32’ の 床 36’ 上 に 堆 積 さ れ て い る 材 料 は 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170に 沿 っ て 搬 送 さ
れ て い る 材 料 よ り も 小 さ く 、 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170に 沿 っ て 搬 送 さ れ て い る 材 料 は 、 第 一
の 分 離 デ ッ キ 34’ に 沿 っ て 搬 送 さ れ て い る 材 料 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 二 の 分 離 デ ッ キ 170お よ び ト ラ フ 床 36’ に 沿 っ て 搬 送 さ れ て い る 材 料 は 、 最 終 的 に は
、 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 24の 流 出 口 側 の 端 部 44’ か ら 外 方 へ 搬 送 さ れ る 。 上 述 の よ う に 、
ゲ ー ト 186は 、 ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 174に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 材 料 を 、 床 36’ を 搬 送 さ れ る
材 料 と と も に 第 三 の コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 184へ ま た は 第 二 の コ ン ベ ヤ ／ シ ュ ー ト 182へ 導 く
た め に 用 い ら れ う る 。 こ の よ う に 、 最 初 の 混 合 材 料 ス ト リ ー ム か ら の 材 料 は 、 ３ つ の 構 成
材 料 ス ト リ ー ム の 集 合 に 分 離 さ れ う る 。 こ れ ら の う ち の ２ つ の 構 成 材 料 ス ト リ ー ム は 、 再
混 合 さ れ て 、 一 つ の ブ レ ン ド 材 料 ス ト リ ー ム を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 の シ ス テ ム 20お よ び 方 法 の 一 つ の 具 体 的 な 用 途 例 と し て 木 材 工 業 を 挙 げ ら れ る 。 た
と え ば 、 伐 採 さ れ た 木 材 か ら チ ッ プ ボ ー ド を 形 成 す る た め に 、 ま ず 、 木 材 を 処 理 し て 、 さ
ま ざ ま な サ イ ズ の 湿 っ た チ ッ プ か ら な る ス ト リ ー ム を 形 成 す る 。 伐 採 さ れ た 木 材 か ら 生 成
さ れ る 湿 っ た チ ッ プ か ら な る ス ト リ ー ム の 形 態 は 、 離 散 的 、 不 連 続 的 ま た は 塊 状 で あ り う
る 。 す な わ ち 、 丸 太 が チ ッ パ ー （ ｃ ｈ ｉ ｐ ｐ ｅ ｒ ） に 投 入 さ れ た 時 点 で は 、 多 く の 湿 っ た
チ ッ プ が 生 成 さ れ 、 最 初 の 丸 太 の 切 削 行 程 の 終 了 時 点 と 新 し い 丸 太 を チ ッ パ ー へ 投 入 す る
時 点 と 間 に あ る 一 時 的 な 停 止 期 間 で は 、 チ ッ プ が 少 し も 生 成 さ れ な い 。 さ ら に 、 上 述 の よ
う に し て 生 成 さ れ た 大 き な サ イ ズ の チ ッ プ は チ ッ プ ボ ー ド の 形 成 に 用 い ら れ う る も の の 、
一 般 的 に 微 細 チ ッ プ と 呼 ば れ る 小 さ な サ イ ズ の チ ッ プ の う ち の 一 部 は チ ッ プ ボ ー ド の 形 成
に 用 い る こ と が で き な い た め に 焼 却 さ れ る 。 こ れ は 、 こ れ ら の 微 細 な チ ッ プ を 用 い る と 、
得 ら れ る チ ッ プ ボ ー ド が 弱 く な り 、 さ ら に 、 微 細 チ ッ プ の 存 在 に よ り 、 チ ッ プ ボ ー ド に 強
度 を 与 え る フ レ ー ク と 樹 脂 と の 間 の 相 互 作 用 を 妨 げ う る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 こ の プ
ロ セ ス の 主 要 な 特 徴 は 、 チ ッ パ ー に よ り 生 成 さ れ た チ ッ プ を さ ま ざ ま な サ イ ズ の チ ッ プ の
ス ト リ ー ム に 分 離 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 現 在 、 チ ッ プ を 分 離 お よ び 搬 送 す る た め に デ ィ ス ク ス ク リ ー ン が 用 い ら れ て い る 。 し か
し な が ら 、 チ ッ プ を 適 切 に 分 離 す る た め に 必 要 と さ れ る デ ィ ス ク ス ク リ ー ン は 、 非 常 に 大
き く 、 第 一 に 、 与 え ら れ た プ ラ ン ト 内 の 空 間 の 効 率 的 な 利 用 を 困 難 な も の と し 、 ま た 、 プ
ラ ン ト の 規 模 に 制 限 を 課 す る 。 さ ら に 、 チ ッ プ が こ れ ら の デ ィ ス ク ス ク リ ー ン を 越 え て 搬
送 さ れ る ま え に 、 チ ッ プ を 乾 燥 さ せ る こ と が ま ず 必 要 と な る 。 と い う の は 、 湿 っ た チ ッ プ
に よ り 、 デ ィ ス ク ス ク リ ー ン が 機 能 不 良 と な る か ま た は 他 の 方 法 で 分 離 プ ロ セ ス が 妨 げ ら
れ る か ら で あ る 。 デ ィ ス ク ス ク リ ー ン を 越 え て 搬 送 さ せ る ま え に チ ッ プ を 乾 燥 さ せ る こ と
は 、 全 体 的 な チ ッ プ ボ ー ド の 製 造 工 程 の 処 理 時 間 お よ び エ ネ ル ギ ー 費 用 を 増 加 さ せ る の み
で な く 、 燃 焼 に よ り 微 細 チ ッ プ を 廃 棄 す る 場 合 、 燃 焼 さ せ る ま え に 微 細 チ ッ プ に 対 し て 水
を 加 え な け れ ば な ら な い 。 こ れ に よ り 、 さ ら な る 時 間 、 費 用 お よ び 資 源 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 し か し な が ら 、 上 述 の 用 途 に 本 発 明 に か か る シ ス テ ム 20お よ び 方 法 を 用 い る と 、 プ ラ ン
ト の ス ペ ー ス 要 件 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る か ま た は 最 適 化 さ せ る こ と が で き る 。 と
い う の は 、 出 力 仕 様 が 同 じ 場 合 、 本 発 明 に か か る 分 離 シ ス テ ム 20に 対 す る 総 合 的 な ス ペ ー
ス 要 件 が デ ィ ス ク シ ス テ ム に 対 す る ス ペ ー ス 要 件 と 較 べ て 非 常 に 小 さ い か ら で あ る 。 さ ら
に 、 上 記 の シ ス テ ム 20お よ び 方 法 は 、 湿 っ た チ ッ プ の 存 在 下 に お い て も 機 能 す る 。 詳 細 に
い え ば 、 フ レ ー ク の 相 対 的 な 運 動 に よ り 、 湿 っ た 状 態 下 で フ レ ー ク の 表 面 に く っ つ い て い
る 微 細 チ ッ プ が 取 り 除 か れ る か ま た は 「 擦 り 取 ら 」 れ る 。 し た が っ て 、 処 理 前 に チ ッ プ を
乾 燥 さ せ る 要 求 お よ び 処 理 後 に 微 細 チ ッ プ を 湿 ら せ る 要 求 が 抑 え ら れ る こ と と な る 。 さ ら
に 、 ア ー ム 134、 134’ の 作 用 に よ り 、 分 離 シ ス テ ム 20を 通 る 材 料 の 流 れ が 既 存 の デ ィ ス ク
ス ク リ ー ン の 場 合 よ り も よ り 連 続 的 な も の と な り う る 。 既 存 の デ ィ ス ク ス ク リ ー ン の 場 合
、 既 存 の 分 離 シ ス テ ム に 対 し て 不 連 続 な 塊 （ ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ ） と し て 投 入 さ れ る 材 料 を 少 し も
ま た は ま っ た く 平 滑 に す る こ と は な い と 考 え ら れ て い る 。 さ ら に 、 ゲ ー ト 186に よ り 、 所
望 な ら ば 、 微 細 チ ッ プ と と も に 粗 い 材 料 の う ち の 一 部 を 搬 送 し て 燃 焼 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の シ ス テ ム 20に 加 え て 、 上 述 の 構 成 の 他 の 実 施 形 態 も 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 一 例
と し て 、 図 １ ２ に は 、 分 離 装 置 22、 24の 一 方 ま た は 両 方 に 用 い ら れ る 分 離 デ ッ キ の 他 の 実
施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 隣 り 合 う ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ ’ は
、 Ｌ 形 状 の 板 組 立 体 124’ ’ に よ り 分 離 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 述 の 実 施 形 態 と は
異 な り 、 図 １ ２ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 は ア ー ム 134、 134’ を 備 え て い な い 。 し た が っ て
、 材 料 は 、 一 方 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ ’ の 下 流 側 の 端 部 84’ ’ か ら 、 Ｌ 形 状 の 板 組
立 体 124’ ’ を 渡 っ た あ と 、 次 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン 80’ ’ の 上 流 側 の 端 部 82’ ’ へ 搬
送 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 方 法 の 他 の 実 施 形 態 も 可 能 で あ る 。 た と え ば 、 シ ス テ ム 20の 動 作 方 法 が
チ ッ プ ボ ー ド の 製 造 に 関 連 し て 説 明 さ れ て い る が 、 同 一 の ま た は 同 等 の 方 法 は 、 混 合 材 料
ス ト リ ー ム を 構 成 成 分 材 料 ス ト リ ー ム に 分 離 す る こ と を 必 要 と す る 他 の 材 料 に 対 し て も 役
立 ち う る 。 上 記 方 法 は 、 上 述 の 木 材 の 分 離 の 場 合 の よ う に 、 湿 っ た 材 料 を 含 む 他 の 材 料 ス
ト リ ー ム に 用 い る こ と が 最 も 有 利 で あ る 。 た だ し 、 か か る 方 法 は 、 乾 燥 材 料 か ら な る 材 料
ス ト リ ー ム に 用 い ら れ て も 良 い 。 同 様 に 、 か か る 方 法 ま た は 同 等 の 方 法 は 、 供 給 源 か ら の
混 合 材 料 の 流 れ が 不 連 続 な 塊 状 で あ る 通 過 流 を 平 滑 に す る た め に 用 い る こ と が 最 も 有 利 で
あ り う る が 、 か か る 方 法 は 、 供 給 源 か ら の 混 合 材 料 の 流 れ が 連 続 的 で あ っ て も 同 様 に 機 能
す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 振 動 式 の 分 離 シ ス テ ム の あ る 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る シ ス テ ム の 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の 端 面 図 で あ っ て 、 当 該 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の 流
入 口 端 部 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 形 成 す る フ ィ ン ガ ー ス ク
リ ー ン の う ち の 一 つ を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の フ ィ ン ガ ー ス ク リ ー ン を 示 す 部 分 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の 第 一 ス テ ー ジ の 分 離 装 置 の 端 面 図 で あ っ て 、 当 該 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の
下 流 側 流 出 口 端 部 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 一 ス テ ー ジ 分 離 装 置 の 二 つ の 隣 接 す る ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 示 す 部 分 拡 大 断
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 二 つ の 隣 接 す る ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 示 す 部 分 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ に 示 さ れ て い る シ ス テ ム の 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ゲ ー ト の 近 傍 に あ る 第 二 ス テ ー ジ 分 離 装 置 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 他 の 実 施 形 態 の 二 つ の 隣 接 す る ス ク リ ー ン セ ク シ ョ ン を 示 す 部 分 拡 大 側 面 図 で
あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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